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抱卵のシーズン･･･コチドリ

愛読者 各位

コチドリは広く東アジアに⽣息し、川原、砂

浜、⼲拓地などに渡来するチドリ科の⿃で

す。

当地域においては、柳瀬川に多く⽣息してお

り、今時よく⾒られますが、ここ２〜３年、落

合川付近でも観られます。

今回は地蔵橋付近で７〜８⽻の群れが⾒

られていたようですが、１週間ほど前から、抱

卵に⼊ったとのこと。

付近の愛⿃家の皆様ともども、幼⿃が観られ

るのを期待しましょう。そのため、この付近での

進⼊禁⽌地区の指定を厳守、また、⽔遊び

のシーズンに⼊ってきましたが、この地区では

配慮することが彼らへの最⼤の贈り物になる

でしょう。

野⽕⽌⼈ 

抱卵中です。

卵はいくつあるのかな？どんな⾊か

な？ とか興味がありますが、⾒えま

せん。

⾃然不介⼊が最善。

外敵侵⼊。♂がすぐに⾶んできまし

た。その内、♀も厳戒態勢に。巣を

離れる時が多くなる。

地上で抱卵が習性とのこと。保護⾊

だが、カラスが難敵。

攻撃の⾜は⼤変に速いですね。ムク

ドリ、セキレイもタジタジで逃げる。

孵化するまで２１⽇位かかるとの

話？ ⼦どもに餌をやる姿を想像して

待ちましょう。

（トピックス１）

タシギが突如参⼊。冬⿃と思うが、ま

だ、いるの？

ジット動きません。

（トピックス２)

ワカケホンインコ。最近よく⾒かけま

す。⿃の道があるのかな？ グミのま

だ⻘い実を⾷べています。ひばりヶ丘

団地に群れでいるとの情報もあります

が、本当ですか？

（トピックス３）

最近、⿊⽬川では、⿃を⾒かけませ

んね？？

こんなのをみました。ハナミズキに登る

猫･･･です。意味深いですね。この絵

にどんなコメントをだしますか？

ご意⾒があれば、お寄せください。
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